
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本年度の尾倉中学校の文化発表会の内容をお知らせします。新型コロナウイルス感染症拡大防

止のため、昨年と同様の実施方法となりました。学校開放週間も兼ねていますので、保護者懇談会

会の合間にぜひご参観くださいますようお願いいたします。 

【展示作品一覧表（武道場）】 

学年等 教科等 タイトル 展示内容 

１年生 学年 １年生ふれあい活動のレポート 博物館見学のまとめのレポート 

３年生 学年 修学旅行アルバム ３年生が作成した修学旅行記 

４組 家庭科 ４シーズンツリー 古着を使った壁面アート 

全学年 家庭科 自由調理 夏休みの課題 自由調理レポート 

１年生 国語 「わたしは○○」 何かになったつもりで書いた詩 

２年生 国語 「私流枕草子」 清少納言に倣って季節感を文章に 

３年生 国語 尾倉歳時記 創作俳句 

全学年 国語 全学年 書道作品 書写作品 

１・２年生 理科 夏休みの自由研究 自由研究 

２・３年生 体育 オリンピック・パラリンピック新聞 夏休みの課題で作成した新聞 

全学年 総合 「おすすめ本の紹介」 🐯 

３年生 英語 "修学旅行の思い出”My School Trip”" 訪問地についての英文レポート 

１年生 美術 "色形の構成～自然物をもとに～" 平面構成でデザイン化した作品 

１年生 美術 "紙で作ろう～かぼちゃをもとに～" かぼちゃを立体オブジェとして制作 

２年生 美術 色と形の挑戦（回転版画） 抽象表現した回転版画 

２年生 美術 パッケージのデザイン 牛乳パックサイズのデザイン作品 

３年生 美術 パロディー富獄三十六景 葛飾北斎の原画のパロディー作品 

３年生 美術 木彫 葉っぱのフレディをもとに 🐯 

美術部 水彩画・石こうデザイン 🐯 

全学年 尾倉ノートコンクール２０２１ 尾倉ノートコンクール入賞作品 

【ステージ・映像部門（生徒は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため各教室で鑑賞）】 

学年等 内容 題名等 上映場所 

１年生 学年合唱 「飛び出そう未来へ」 

「大切なもの」 
３F １年１組横 踊り場 

２年生 学年合唱 「空も飛べるはず」 

「My Own Road-僕が創る明日」 
３F 音楽室 

３年生 学年合唱 「HEIWAの鐘」 
２F ２年生職員室 

ショートムービー 「おお！ 幸せの日！！」 

４組 和太鼓 「千の海響」 

武道場 
放送部 放送劇 「おばすて山」 

生徒会 オープニング動画  

全学年 OGLYMPIC202１ ダンスバトル 

〇 参観日時 １２月１６日（木）～２１日（火）※土日を除く １４：００～１６：３０ 

〇 展示作品を撮影した場合、SNS などへの掲載はご遠慮ください。撮影は、お子様のものに限り

ます。ご協力をお願いいたします。 

〇 下足袋、上履き等は各自でご持参ください。 

〇 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、ご家庭での検温、会場での消毒等 

のご協力をお願いいたします。 

〇 ３年生は保護者会期間に修学旅行の写真の展示をします。詳しくは学年通信をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お ぐ ら 

北九州市立尾倉中学校 学校通信 第 108号 
 
 
 
 
 
 

令和３年１２月１０日（金）発行 
校長 栗 原 博 巳 

北九州市八幡東区尾倉三丁目１０番１号 
HP: www.kita9.ed.jp/ogura-j/ 

＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
＜校訓＞ 
自主 
創造 
協力 

お ぐ ら 

令和３年度 文化活動発表会プログラム 

１２月７日（火）に学年合唱の動画を撮影しました。

北九州市の新型コロナウイルス感染症拡大防止対応

のため、マスクを着用しての撮影でしたが、どの学年も

きれいな声を響かせていました。（私見ですが）合唱の

目的は、音楽的な技術の高さではなく、仲間同士の絆

（仲間を信じる気持ち、仲間を支える強さ、仲間を愛す

る心）の深さだと思います。つまり「仲間を想う温かい

響きのある合唱」を目指しているのです。学校生活が

家庭での生活と大きく異なるのは、「同年齢の仲間とと

もに生活する」ということです。尾倉中の生徒には、「な

ぜ合唱をするのだろう」ということを自分なりに考えた

上で、ぜひ合唱を通して日常生活をともに過ごす学級

の仲間のことを想う温かい心を大切にしながら、仲間

との絆を一層深めていってほしいと願っています。 


